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1. 緒言 

二つのアミノ基とカルボニル基が導入された多環化合物であるキナクリドンには cisおよび trans

型の構造異性体が存在するが、長年研究対象とされたのは trans 体のみであった。trans-キナクリド

ンは 1935 年以降、鮮やかな色と耐候性を備えた高性能有機顔料として実用化され、最近では種々

の有機エレクトロニクスデバイスへの応用も進められている。一方、二つのアミノ基とカルボニル

基の置換位置が異なる cis-キナクリドンは、1921 年の最初報告以来 1、約 1 世紀に渡って研究対象

とされていなかった。本研究では、一見古い古典的有機顔料を先端発光材料としてリニューアルす

るという発想に基づき、cis-キナクリドンを基盤とした機能材料開発を行った。その結果、高効率

な狭帯遅延蛍光を示すことを見出した 2。 

2. 実験 

化合物 1−3（Fig. 1）を合成し、それらの

トルエン溶液および薄膜における光学物性

を調査した。具体的には、紫外可視吸収・発

光スペクトル・蛍光寿命・発光量子収率など

を評価した。また、量子化学計算に基づき、

キナクリドンの cis および trans 両異性体の

励起子変換挙動の違いについて比較した。

次いで有機 EL デバイスを作製し、電界発光

特性を評価した。 

3. 結果及び考察 

cis-キナクリドン 1−3 は小さな一重項•三

重項エネルギーギャップ（ΔEST）を有し、青

色～緑色の遅延蛍光（TADF）を示すことが

わかった。特筆すべきは、発光スペクトルの

半値全幅が狭く、色純度の高い狭帯発光を

示したことである。また、化合物 1−3 を用

いた有機 EL は理論限界値（20%）に迫る極

めて高い外部EL量子効率を示すことが明ら

かになった（Fig. 2）。 
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Fig. 1 Molecular structures of cis-quinacridone derivatives 1−3. 

Fig. 2 a) External EL quantum efficiency vs. current density 

plots and b) EL spectra measured at 1 mA cm−2 and EL emission 

images of OLEDs based on 1−3 as TADF emitters. 


